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は有 名な女流文学家で 、姉上が ワシントン大学教授であることから、川端康成氏 をはじめ 日本 の作
家達 とも面識があ り、韓 国で も有 名な家系です。
【金】昨 日、曾野綾子 さんと食事 を したのですが、私 が日本語 がで きると知 っていて、ずっ と長い
こと日本語 で話 されました。 しか し、私はそれ程上手でないのでわからないこともあり、困 りまし
た。
【柴田]外 国語 を話す時によ くある当惑ですね。今 日はフランス語 も英語 もそ
して日本語 までお上手 で 、インターナ ショナル なセ ンスもお持ちで いらっしゃ
り、文化 人である上に科学技術 の造詣 も深 い金先生をお迎 えす ることがで き誠
に光栄で す。貴研究所 と当研究所は共 に科学技術政策 の研究 を行 ってお り、昨
年 には協力関係 を確立致 しました。今後一緒 に良い研究を していきたい と思い
ますが 、科学技術の最近の話題 として、日本では現在若者の科学技術離れ等の
、科学技術系人材の問題が議論 されていますが 、同 じ様 な問題 が韓 国でも起 こ 柴田総務研究官
っているので しょうか。












〔金】すべての先進国におけるシン ドロームで すね 。日本が先進国中の先進国になった証左 と思い
ます 。む しろ、日本 の方々にお祝 いを申 し上げたい 。(笑 い)韓 国においてもそのシン ドロームが 、
あっちこっちにあ らわれる症状が見 えます 。3Aたちが大学に行 っていた時には 、つ まり35年 前で
すが 、我 々は韓 国の当時の他 の学生たちに比べ ても、そんなに頭が悪い方ではあ りませんで した。
当時はみ んな科学 、工学を学 びました。そのころの偉 い学生たちはみな、エ ンジニアリングとかサ
イエ ンスを専攻 した もので した。今では最 も偉 い学生の専攻は 、法律 とか医薬です。これが我 々に
は深刻な問題です 。我が国のGNPは...。
【具】国民一一人 当たりのGNPは 約7、000ド ルです。
【金】 まだまだ貧乏な国なのに、若者は我 が国が先進国にな ったよ うに錯覚 して います。 日本 につ
いては私 は、長期的に見てそんなに心配 す ることではない と考 えて います 。
〔具】韓 国の場合は 、数年来若者の製造業離れが問題になっています。まだ科
学技術離 れとは言 えません 。ですか ら、工学系大学 を卒 業 した学生がサー ビス
業 、銀行 とか証券会社 に就職 します 。これが問題です 。まだ韓 国は基盤技術が
出来ていないので 、基盤技術 を開発 しなければな らないのに、若者 たちは3K
が嫌 いだ と。これが心配です 。
具特別研究員
〔柴田〕次 の話題ですが 、日本 の研究開発投資 の うち国の予算は約2割 で 、欧米
諸 国に比較す ると国の負担割合 が低 くな っています。 このため 、国の研究開発予算 を倍増すべ く科
学技術会議 を中心 に政策 を検 討 していますが 、この点韓国の状況はいかがですか。
〔金〕 ほん とうです か。国の研究開発投資 の予算が2割 とい うのは?
【柴 田】総務庁 の統計局 が、科学技術に関 する統計を とっていますが 、8割 は民 間企業 におけ る研
究開発費です。
【具】韓 国 も大体20%ぐ らいが政府出資です。80%は 日本 と同様 に会社か らのものです 。
〔柴 田】国の研 究開発費が少ない というよ うな ご意見 は韓国内で もあ りましょうか。昔 、例 えばG
NPの 何%を 研 究開発費にす るとか検討 しましたね 。韓国での 目標 は現在 どうい うことにな ってい
ますか。
【金】現在のケースを見て予想すれば 、私 は4%は 可能 だと思 います。
【具】92年 のGNPに 対 して2.1%で すけど、韓国 の科学技術処 と経済企画院 とでは 、96年 に
3%ぐ らいを予想 しています 。そのためには予 算が もっともっ と増 えな ければな らない と思い ます。
【柴田】長期的 に見 て、金 さんは4%ぐ らいになると予想 されてお られ 、それ を2000年 ぐらい
に達成で きるだろうという見通 しですね。
【金〕私はオプチミス トです から。(笑)
【具〕 これはいろいろな状況 を見 ると、ち ょっと無理 かもしれ ません。3%に なるためには、政府
予算が毎年30%以 上増 えな げればな らない。この予測では達成がち ょっと難 しいんです 。96年
までに2.5%ぐ らいな らば これで もう十分 と私は思 います。
【柴田】基本的な ことですけれども、韓 国の科学技術政 策の重点 とか理念 とい うのは、どうい うと
ころにあ ります か。
【金】重点 を2つ に分 けます と、科学研究 開発の投資 と、研究 開発マ ンパ ワー を強めることです 。
そのための科学研究開発投資 は、2000年 までに5%が 目標 です 。これは全斗換大統 領が設定 し
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ま した。科学人材は人 口1万 当た りで30人 ぐらいの リサーチメンパ ワーがあればいい と。技術面
ではいろいろ目標があ りますけど、全体 としての 目標 は この2つ です 。
〔柴田】 それも非常に大 きな目標 ですけれ ども、その次 に中段 階の 目標 と、現在での問題点で すか 、
韓国の科学技術 を見た ときの問題点 どい うのは何 かあ りますか。
【金】すべてが問題です 。(笑)
〔柴 田】 そのすべてを順番 に うかがえます か。
【金】 まず多勢の人たちが、日本 は基礎科学の開発な しに現在 の経 済復興 をしたと言い ますが 、そ
れは違 います。科学分野を例 にとれば 、日本の昔 の指導者 たちは先 見の明があ りました。 日本 の近
代化は1867年 の明治維新 から始 まった。これよ りずっと以前 、日本の指導者 たちがオ ランダと
か ドイツ とかに多 くの人を留学 をさせ ました。国が強 くな り、国の技術発展が国の将来 のために一
番重要な ことだ と考 えたのですね。我が国 の王様が何 を しましたか。
〔具】鎖 国政策 をつ くった。西洋 の国の人 たち と競争 するのは、国 を憂れることと思 って鎖国 した
んですね。外か らの情報が入 らなかったのです 。この王様 の選択 した道が全 く間違 ったんですね。
100年 前 、日本 とは全然違 う方 に向いて しまった。日本 は未来を見つめて一生懸命に走 りま した。
我々は寝 て しまった。
【柴田】太平の世 を選 んだんですね 。平和 を選 んだわけですね 。(笑)
〔金〕朴正煕大統領は、100年 後 、方向 を正 しくす る努力 を始 めました。
〔具】韓 国は今北朝鮮 と2つ の国になって しまったんですけど、戦争が終わ った とき、韓国に残 っ
たエ ンジニアの数が40余 人 しかいなか ったんです。北朝鮮 とか 、満州 とか 、いろいろなところへ
行 って しまった。ですから、韓国は完全に農業社会 だったんです。日本 の化学工場 とか製鉄工場 と
かいろいろな工場はほ とん ど韓国に残 らなかったのです 。
【柴田】 その割 には韓国は急速 に発達 した ことにな りますね 。政府 の政策が成功 したので しょう。
金 さんは審議官でお られ たころ、科学技術20年 長期計画で策定 されたそうですけれども、その自
分のつ くった計画 と、それか ら20年 後で は予想 どお りいっていたとお考 えですか。
〔金】全 然違い ます。(笑)計 画 がみんな 当た るようでは計画 にも問題があ ります。
〔柴田】科学技術計画のスローガ ン、重点は何 だったんで しょうか。
【金】1967年 の朴大統領時代 にKIST(韓 国科学技術研 究院)を つ くった。その後 いろんな
研究所 をた くさんつ くった。あま り研究所 ばか りつ くって予算の面で何 か問題が あるん じゃないか
と心配 したんです 。問題は 、アメ リカや 日本へ留学 して知識 を取得 して も韓 国で働 くこ とがなかな
かで きな い状態なんで す。
【柴田】 ドクターだ と就職 が少ない状況で すね。 しか し、優秀 な ドクター を擁 して 、韓 国の研究 レ
ベルは非常に高 いと思われていらっしゃるんで しょうね。
〔金】分野によって違 うんですけれども、ときどきすば らしい研究やお もしろい研究 をや って いる
ことがあ るんです 。けれ どもバ ランスがよ くない。碁 の世界 と比べ る と、世界囲碁選手権では韓 国
人が優勝Lま した。しか し、韓 国の レベルが高 い とは言 えませ ん。韓国では9段 取得者 がiO人 以
下ですよ。1人 の韓国の棋士が1人 の 日本 の棋士 に勝 っただけですね。それ以上 は何 もあ りません。
いいたい ことは韓 国には強 い棋士が1人 か2人 しかいな くて 、しか もその下の層 が非常 に薄 い。他
の ことにも言 えて 、一般 的な理論 とか歴史 、科学技術 について も同 じ事です。これらを国の経 済成
長 と、生活や文化の発展 にど う結 びつけるか。偉 い人が研究所 の申にもた くさんいるわけです けれ
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ども、現場 をよ く知 っている人が少ないですね 。
〔柴田〕 ところで これ まで韓 国 と日本 との間の科学技術協力で 、大変いい、成功 した例 を何か思 い
当 たりますか。
【金】技術協力ではあ まり積 極的交換 とか いうのはないんじゃないで しょうか。韓国の技術輸 入の
50%ぐ らいが 日本 の国からの輸入です。今 日のこの成功のためには 、それぞれの国、韓国 と日本
が技術的に も同 じレベルにあ る必要があ ります。日本 のパー トナーが韓国の小 さな会社 と技術協力
す るインセ ンテ ィブがあるはずがないです 。技術協力で の一番可能性が大 きい分 野は基礎 、ベー シ
ックサイエ ンスです。それは ほかの先進国 との間で も同 じことだと話 し合 ってい ます。日本 との協
力は特 に難 しいです 。企業の人に最近 聞いたのですが今 から3、4年 前は、先端技術については 、
幾 らお金 を払 って も、日本の企業 は売 らな かったんです 。けれ ども最近長 い不況のせいか 、どん ど
ん売ってい ます 。企業 に技術 を移転 して安 く物 を作 って日本 に輸出する。昔 よ りは技術移転につい
て環境は よ くな った と思います。 日本が経済大 国 として続いて い くために も隣国の存在 が必要 です。
なぜならば 、米 国やECと の3極 構造のために も強い隣国が 日本のエ ン ドレスの発展の ためにも長
期的には絶対必要で すね 。
【柴田】 日本の普通 の人の一般的な認識 か らしてみ ると、韓 国はもう強 い国にな ったとい う感 じが
してお ります。たしか日本 の企業 はかな り韓国にも出ていますね。中国 に出ているよ りは 、は るか
に多いです よね 。そ うい う意味で は、隣国は まず一番最初 に大事 にされてい るように思 い ます 。
(笑)ち ょうど当研究所 にはお国の具 さんが在籍 しておられる し、産業の技術移転 とい うのは うち
の研究所の1つ のテーマです から、チャンスがあったらまた、そ うい うことで一緒 に勉強で きれば
大変いい と考 えています 。
【金】情 報交換な り、共 同プ ロジ ェク トを計画 した り。
【柴 田】研究 テーマについてデ ィスカッシ ョンして 、ぜ ひ良好な関係 を発展 させていきたいと思い
ます 。あ と何 日間か日本 にお られる と伺 いましたが 、曾野綾子 さんや他の著名な文学者 にお会 いに
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Dr.JonD.Miller(米シ カゴ科 学 アカ デ ミー オ ブ サ イエ ンス教 授)
Mr.DanielGallagher(米ヴ ァ ンダー ビル ト大 学)
金 虎 起(韓 国STEPI責 任 研 究 員)
Dr.MarieC.Anchodoguy(ワシ ン トン大 学助 教 授)
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科学技術庁長官賞の受賞者 、受賞研究活動及 び受賞成果並 びに受賞機関 の特徴 を把握 する こと
により、優れ た研究者が備 える特 質 、優れ た研究活動の有 り様 、優 れた成果 を創 出した研究機関
の研究管理 の考 え方な どを明 らか にし、科学技術政策立案の基礎資料 を提供す るとともに 、現在
研究 に携 わっている研究者 、研究指導者等に研究の活性化 、適切な研究管理 、成果水準 の向上等




・受賞者(昭和57年 度～平成3年 度:10年 間)577人(734人、78.6%)
研 究者469人(592人 、79.2%)
研究指導 者108人(142人 、76.1%)
・受賞機関(昭和84年 度 から8回 以上受賞)60機i関(79機関 、75.9%〉
(2)ヒア リング調査
画期 的な研 究開発を達成 した8名 の受賞者が対象
3.調査研究の結果
(1)優れ た成果 を挙 げた研究者 の特質 と環境
[幼い頃の特徴]
受賞者 の幼少年期 におけ る環境 は 、科学教育 に熱心 な両親の下で 、小中学生 の頃まで に科学技
術 に関心 を持 った者 が多 く、小中学生時におけ る理数 系科 目の成績 も殆 どの人が良好であ った。
[研究能力 の醸成]
受賞者は 、大学院博士課程修了者は必 ず しも多 くないが 、その後 の研鎖努力 を通 じて受賞研究




優れ た研究 を行 った者が備 えて いると思 う資質は 、1独 創力」 、 「直観力」 、 「観察力」 、
「持久加 、 「理解力」 の順であ る。また、多 くの研究者 が困難 に遭遇 した経験 を持 っているが 、
したたかな執念で困難 を克服 し、優れた成果の創出に成功 している。
・研究指導者
優れ た研究 を指導 した者が備 えている と思 う資質 は 、 「直観力」 、 「独創力」 、 「判断力」 、
「理解力」 、 「統率力」の順である。具体的には、先端技術 に明る く、研究に対する哲学 を持ち 、
長期的 ・大局的な視点か ら判断で きることが重要である。また、説得力のある指導 をす るために
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は過去 に成功体験 のある者 が望 ましい 。
[受賞者のライフステージ](図一1参 照)
典型的な受賞者は、20歳 代で経験 を積んで研究のセンス を磨 き、30歳 代で画期的な成果の
芽 とな るようなアイデアを発想 し、40歳 代で したたかな執念で困難 を乗 り越 え、50歳 代 で実
用化を実現 して表彰 される という経過 を辿 っている。
(2)受賞研究活動 と成果の特徴
[研究意欲 を喚起する自由な環境]
受賞研究においては 、殆 ん どの研究者 が研究の 自由があったと感 じている。また、受賞研 究テ
ーマの設定では 、研究者 自身がテーマを設定 した割合 は7割 に達 し、アングラ研究から出発 した
研究 も2割 を占めるな ど、研究者 の使命感や研究意欲 を積極的に導 き出す自由な環境で受賞研究
が行われたとい える。
[オリジナルな成果]
受賞研究 の核 とな る理論や コンセプ トを全て 自分で考 えた成果 の割合は4割 、何 らかの形 で 自
分の発想が含 まれる成果の割合 は95%に達する。 また、最近の成果 ほどその割合が高 くな る傾
向にあ り、独 自の発想に基づ く成果が着実に増加 して いる。
[開始 した研 究段階]
受賞研究 を開始 した研究段階を見る と、基礎研究 と応用研究が共 に43%で同率 、開発研究はわ
ずか13%に過 ぎない。基礎研究から開始 した受賞研究 は、研究費1億 円未満が5割 、研究者数5
人以下が6割 と、応用研究や開発研究か ら開始 した研究に比べ比較 的小規模な研究が多 い。
[受賞研究 の成功要因](図一2参 照〉
受賞研究 の成功要因につ いては、 「研究者個人の資質」 、 「経営 陣の理解 とサポー ト」等の人
的な要因 に負 うところが大 きい。研究指導の留意点で も、 「研究者 の個性重視 」 、 「有効な知的
・技術的支援」 、 「研究意欲喚起 の精神的支援」な どの人的要素を重視 した指導 を心掛 けている。
(3)受賞機関 の研究管理
[マネジメン トの考 え方]
研究管理 の考 え方 としては 、 「研究者の個性 ・自由」 と 「チー ムワーク ・研究効率」を調和 させ
るべ きと考 えている機関が圧倒的に多い。これ まで重視 されてきた研究効率 とチー ムワー クを引
き続 き重視 する一方、基礎研究の展開に向けて研究者 の個性や 自由を尊重 し、両者 を如何 に調和
させるかに腐心 しているもの と考 えられ る。
[研究者 の活性化]
研究者 の研究意欲 を刺激 するための方策 としては、研究環境 の整備や研究者の処遇を適正 に行
うことよ りも、内外 の学会等への出席や研究者 の適正 を考慮 した配置 の方が重要 と考 えている。
[研究費の配 分 ・運営]
研究費 の配分 は 、研究 テーマを重視 した配分 を行 っている機 関が多 く、研究者 の人頭割 りによっ
て配分 している機関は殆ん どなか った。研究費を管理部門で一元的に管理 して いる機関 は2割 に
過 ぎず、殆ん どの研究機関は、研 究部門に運営 の自由(一部 自由を含む)を与 えることに より、主
体的 、機動的に研究を行わせてい る。
〔研究者の交流]
受賞機関の研究者交流の状況 を見る と、国 内機 関 との交流では 、1人 の研究者 を派遣 し・て5人
の研究者 を受け入れてお り、大幅な入超 となっている。また、海外 との交流で は派遣 と受入がほ
6
ぼ均衡 している。この ことから、受賞機関は、研究開発能力 の高いエクセ レン トな機関 であると
同時に、外部 に開かれた機関であ ることを示 している。
表1自 分 が一番備 えていると思 う能力
順位 能 力 研 究 者 能 力 研 究指 導者
1 独 創 力 131人(27.9%) 直 観 力 36人(33.3%)
2 直 観 力 127人(27.1%〉 独 創 力 18人(16.7%)
3 観 察 力 55人(11.7%) 判 断 力 12人(11.196)
4 持 久 力 55人(11.796) 理 解 力 10人(9.396)
5 理 解 力 30人(6.4%) 統 率 力 9人(8.396)
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(ベルギー 、アイル ラン ド、EC委 員会 との打合せ)
○政府資料 アブス トラク ト誌(発 行:(社)政 府資料等普及調査会)に 掲載 された資料 の年間利
用ベ ス ト50(1993No.4～1994No.3)で当研 究所の下記 レポー トが10位 に入 った。
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